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柏市社会福祉協議会
座長より

Prologue

なぜ、私たちは困りごとではなく「ワガママ」から始めるのか？

地域における縁や関係性は、大きく変化しています。福祉ニーズは複雑かつ多様化し、孤独や孤立はますます
深刻さを増しています。こうした状況の中で、既存の制度や仕組みだけでは対応しきれず、必要な人に届いて
いない福祉課題があります。今まさに、私たちはこの課題にどう向き合うのかが問われています。

これまでの現場を振り返ると、「相談者」と「支援者」という関係性のもと、目の前の “課題” に着目し、その
解決のために制度やサービスを当てはめるようなアプローチだったように思います。
しかし、この方法だけでは、孤独や孤立を抱える方々に、十分な解決の糸口を見いだせていなかったと感じます。

例えば、望まない引きこもり状態にある方に対して、原因の究明に偏るあまり、その人自身の多面的な姿を捉え
きれていない。また地域においても、課題を提示して会議や活動を生み出すこと自体が目的化し、住民にとって
主体的ではなく、義務感や受け身による参加になっていた側面もあるように思います。私たちは無意識のうちに、
「課題」から出発する狭い思考に陥っていたのかもしれません。

そのような中、
○血縁・地縁・社縁といった従来のつながりが希薄化し、新たな「縁」はどのように生み出せるのか。
○制度やサービスが届きにくい生きづらさを抱えた方に対して、どのような関わりが可能なのか。
○分野を超えた連携が求められる中で、本当の意味で人と人が出会い、関係を紡ぐアプローチとは何か。

これらの問いに対し、私たちはこれまでの考え方や方法そのものを見つめ直す必要があると感じました。

そして出会ったのが「ワガママLab」です。

「困りごと」や「課題」からではなく、その人の内側にある「こうしたい」「こうありたい」という “ワガママ”
から出発する考え方です。

私たちはこの発想に大きな可能性を感じ、「ワガママ Lab」に取り組むことを決めました。

おせっかいな黒子たち の 告白
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これは、私たち柏市社会福祉協議会が、

まちのひとの「好き」に出会い、共に出番をつくり、

ひとつの舞台を完成させていくまでの日々の気づきを綴った観察日記です。

　 　  という台本を置いて、

同じ舞台に立つ 　　 になってみた。 
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イベントや日々の集まりなど、誰か
のワガママが形になり、人と人が出
会い直す場所のこと。大きな催し
だけではなく、日常の小さなやりとり
の中に生まれる出番も、私たちは
「舞台」と呼んでいます。

舞台
最初からきっちり決まった計画ではなく、
みんなで少しずつつくっていく関わり方
のこと。支援者側が全て準備するの
ではなく、あえて未完成な部分を残し、
その人らしい役割や、周りが参加できる
出番を自然に引き出していきます。

台本
本人が口にする表面的な言葉の奥底
に隠された、本当の願いのこと。言葉
通りに受け取るのではなく、「本当は
どうしたいのだろう？」と対話を重ね
ながら読み解くべき、その人の本音
を指します。

ト書き

「こうしたい」「本当はこうなったらい
いのに」というワガママを持つ本人の
こと。これまでの福祉の世界で支援
対象者と呼ばれてきた人も、この冊子
では “助けられる人”ではなく、舞台の
真ん中にいる存在です。

主役
私たち柏市社会福祉協議会の職員。
まちの人の心に眠る「創造的なワガ
ママ」の種を探し、育てる人。必要
なときにはおせっかいに関わりな
がら、主役の出番や舞台をそっと
支える役割を担います。

おせっかいな黒子
地域の人、ボランティア、企業、NPO、
専門職など、舞台を共に創り・面白く
してくれるまちの仲間たち。ただ手
伝う人ではなく、自分自身の好きや
得意も持ち寄りながら、その場を盛り
上げてくれる存在です。

共演者
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私たちは福祉の現場で誰かの力になりたいと願っています。
でも現実は、なかなか本音を聴かせてもらえなかったり、
本当に困っている人ほど出会えず無力感や力不足を感じることもあります。

そんな時に出会ったのが「ワガママ Lab」という活動でした。

正直に言うと、最初はびっくりしてしまいました。
だって「ワガママを言いましょう」なんて...。
私たちにとってワガママは、自分勝手で、言っちゃいけない、
何よりめんどくさいものだと思い込んできたからです。

でも、ふと立ち止まって考えてみたんです。
 「ワガママを言ってはいけない」と教えられ、期待に応えようと頑張るうちに、
私たちはいつの間にか、自分自身の本当の願いすら言えなくなっているのではないか。
私たちが出会ってきた人たちも、みんな本当に我慢強かった。
本当は、もっとワガママになってほしかった。
我慢の限界が来る前に、もっと早く「こうしたい」と言ってほしかった。
だから私たちは、本来であれば積極的にスポットライトを当てることのない
「ワガママ」を、あえて舞台の真ん中に置いて、活動を始めてみることにしたのです。

それは、まちを動かす最強のエネルギー

第
一
章

ワガママの 再 定 義
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　      月　　   日（  　  ）

題名

日付 天気

柏社協は「ワガママ」に出会った！

「あれが足りない」という不満、「私を満たして」という要求ばかりをぶつけられると、正直、現場では対応に悩む

こともあるかもしれません。これまでの私たちは、それらを自己中心的なワガママとして一括りにしてきました。

確かに、その言葉通りに受け取れば、自分の不満を解消するための “心の穴埋め作業” のようなもの。ベクトルが

自分にしか向いていないため、お腹がいっぱいになれば「はい、おしまい」。そこに誰かと新しい関係が育つ余白は

生まれにくいのかもしれません。

しかし、私たちは敢えて「ワガママ」に注目し、再定義をしたいと思います。

一見すると自己中心的に見えるその要求の奥には、SOSが隠れていることがあると気付いたからです。「誰か

とつながりたい」「自分を認めてほしい」そういった根源的な願いが長く満たされず、諦めとともに表面化した心の

叫び。それが、私たちの出会った「ワガママ」でした。

だからこそ、良い・悪いだけで私たちはそれを切り捨てることはしません。周囲の人が共感し、思わず巻き込まれて

いくような切なる願いが含まれているからです。

表面に出ている不満や要求。そのワガママの根っこには、本人もまだ気づいていない「本当はどうありたかったのか」

という願いがあります。その本来の願いが言葉になり、本人の中で意味づけされていくと、心の中に少しずつ心理

的な余裕が生まれます。

すると、これまでは他者に不足を埋めてほしいと求める受け身の状態から、「自分自身でも何かできるかもしれない」

という主体性や自己効力感が、自然と回復していきます。

その瞬間、ワガママは自分だけを満たすための閉じた要求ではなく、他者と共有可能な「創造的ワガママ」として

まちへ放たれ、地域を動かす大きなエネルギーへと姿を変えていきます。

では一見、自己中心的に見えるワガママの奥にある「本当の願い」を、どのように見つけ、創造的なワガママへと

育てていくのか。その答えは、効率や公平性をいったん手放し、おせっかいな黒子として、たったひとりのワガママに

向き合うことにありました。

「ワガママ」という言葉に、少しだけ面倒くさい匂いを感じませんか？
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ワガママの定義

日々の生活の中で、あきらめていることや我慢していること。本当はこうなったらいいのになと思っている

こと。心の中に秘めているけれど言葉にしてはいけないと思っている、そんな気持ちを「ワガママ」と

呼んでいます。 出典：ワガママLab

memo
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　      月　　   日（  　  ）

題名

日付 天気

ひとりのワガママを引っこ抜くと、
社会のモヤモヤがくっついてくる？！

「ひとりのためだけに時間を使うなんて、不公平じゃないか？」 

ひとりのワガママに寄り添うと言うと、そんな声が聞こえてきそうです。確かに、ひとりの「やってみたい」という

思いは、とても個人的で小さなものに見えるかもしれません。

しかし、そのワガママの土を深く掘り起こし、根っこまで丁寧に辿っていくと、そこには現状への静かなあきらめや

誰かとつながりたいという渇きが隠れています。 実はこれらは 、現代のまち全体が抱えている社会課題と、地下で

つながっているのです。たったひとりの「やりたい！」という個人的な熱は、同じような生きづらさを抱えながらも、

沈黙している多くの人を救うための見えないサインです。

それは決してえこひいきなどではなく、支援の網の目から漏れていた人たちを、楽しさの渦で巻き込みながら

見つけ出すことです。私たちがたったひとりのワガママに伴走するのは、それが「助けて」と言えない人たちと

自然に出会い直すためのアウトリーチの手法だからなのです。

そうやって、いろんな人と出会い直していく中で、私たちはふと気がつきました。

「ああ、私たちは課題を解決しているんじゃない。

  この人を主役にして、共にひとつの『舞台』をつくっているんだ」　と。

でも、その舞台を面白くするためには、私たち支援者の立ち位置そのものを、

根本から問い直す必要があったのです。

ひとりのワガママにとことん付き合うこと。
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答えは困りごとではなく、個人の純粋な「好き」「やりたい」を真ん中に置くこと。無理に集団に馴染ま

せるのではなく、「好き」という共通の台本を挟むことで生まれる、新しい関係性のつくり方を紐解きます

本

章の
問い

血縁・地縁・社縁といった従来のつながりが希薄化
する中で、新たな「縁」はどのように生み出せるのか。
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「支援しなければ」という重い鎧を脱ぎ捨て、

支援者と相談者という固定化された関係性を降りる。

課題を解決するのではなく、

本人が自ら動き出したくなる

「余白」と「出番」をデザインする関わり方を紹介します。

可能性をプロデュースする関わり方

第
二
章

支援者の鎧を脱ぎ捨て、

最高の共演者へ
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　      月　　   日（  　  ）

題名

日付 天気

ワガママのスポットライトをあてると、
世界は逆転する

たとえば、目の前に少し傷のついたリンゴがあるとします。 

スーパーの規格品（制度の型）というこれまでの均一な蛍光灯の下で照らすと、どうしてもその傷は弾かれるべき

“欠陥（課題）” として目立ってしまいます。

しかし、そこにワガママのスポットライトを当てて、視点を少しだけチューニングしてみるとどうでしょう。

リンゴは内側から太陽のようにツヤツヤと輝き、色鮮やかな赤みや芳醇な香りといった、そのリンゴが本来持って

いる魅力がパッと浮かび上がります。そして、“欠陥” と見えていた小さな傷すらも世界に一つだけの特別な模様

という魅力的な個性へと変わります。

人も同じです。

制度の枠という物差しで見つめると、どうしても課題ばかりに目がいきがちです。

しかし、

その人の「ワガママ」に光を当てるだけで欠点・課題が可能性へと反転するのです。
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1 2

3 4

▶P O I N T !

支援者と相談者という重たい鎧を脱ぎ捨てます。特技、趣味、

ちょっとした癖や苦手なこと。フラットな視点でその人の多面性

を丸ごと面白がり、傷を直そうとするのではなく、秘められた

個性や魅力を探します。

4

私たちが大切にするのは、家族といるような世間話です。

余白のあるゆるやかな日常の交流の中にこそ、言葉になら

ない関心の兆しが隠れています。

属性という色眼鏡を外し、
多面性を面白がる 

世間話という余白で
兆しをすくい取る 

「人が多いのは嫌」「続かない」。そんな一見、ネガティブな

言葉の裏側こそスポットライトの出番です。「少人数で語り合う

のが好き」好奇心旺盛と翻訳機にかけ、言葉通りの拒絶

ではなく、視線や仕草に潜む本音 =サインを拾い上げます。

世間話でこぼれた「甘いものが好き」「でも夜ひとりで食べ

るのは味気ない」という言葉のピースを、「じゃあ、みんなで

ケーキをつくろう」と繋ぎ合わせる。断片的な点と点を紡ぎ、

本人すら気づいていないワガママの輪郭を描き出します。

否定的な言葉の奥にある
サインを翻訳する 

こぼれ落ちた点を結び、
出番の輪郭を描く 

つのアプローチスポットライトを操る
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　      月　　   日（  　  ）

題名

日付 天気

至れり尽くせりのお世話係から、
おせっかいな黒子へと変身

本人の心からこぼれ落ちたワガママの種。これを実際の活動に育てるために必要なのは、私たちが完璧に準備

するお世話係になることではありません。相手が思わずアドリブで動き出したくなるような余白がある台本を

手渡すことです。

「いつやるの？」と計画を問い詰めるの
ではなく「へー！じゃあ〇〇してみたら？」
と、未完成なパスをポンと投げてみる。
完璧な台本はプレッシャーになります
が、余白のあるパスがあれば、「そこ、
私がやってみるよ」と本人の主体性が
自然と引き出されます。

台本はあえて不完全に
1 0％のパスを投げる

なかなか本音を言えない人もいます。だからこそ、私たちは相手の様子
を見極め、いきなり舞台のセンターに立たせるようなことはしません。
時には私たちが本音をそっと代弁したり、まずは観客席の端っこから
一緒に舞台を眺めたり。焦らず、その人にとって一番安心できる距離感
を探り続けるのも、おせっかいな黒子としての重要な役目です。

いきなり「主役」に立たせない
心地よい距離感を探る

「家庭の味が食べたい」。その言葉通りにお弁当を手配
して終わるのは確かに親切です。しかし私たちが探り
当てたいのは、セリフの奥に隠された「誰かと温かい
食卓を囲みたい」というト書き。たったひとりの願いを、
みんなで叶えるワクワクする舞台へと書き換えていく、
共同クリエイターとしての翻訳作業です。

余白をつくり、委ねることは、支援者にとってコントロールを手放す

勇気を持つことです。 支援者が何もしないのではなく、誰かが何か

をしたくなる状態を意図的につくり出すこと。それこそが、「余白の

デザイン」の正体です。

支援者にとっての

「余白」の極意

セ
リ
フ
の
奥
の
ト
書
き
を
読
む

本
当
の
願
い
へ
超
訳
す
る

「私たちが全部準備します」という至れり尽くせりの
支援は、相手を “お客さん” にしてしまいます。だから
私たちは、あえて出番を手渡します。そうした小さな
出番の積み重ねこそが、人を動かす最大の仕掛けです。

主
役
の
出
番
を
奪
わ
な
い

小
さ
な
役
割
を
渡
す
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ワガママが最高の出番に変わった瞬間
～  小さな変化に拍手を！私たちの嬉しいシェアボード ～

ほんの少しでも、その人が自分の足で舞台に立ったなら、それは全力で喜ぶべき最高の変化です。私たち
黒子だって、悩みながらも毎日頑張っている。だからこそ、現場で起きた心震える瞬間を、ここで思いっき
りシェアさせてください！

大人への不信感で心を閉ざし
がちだった女の子がポツリと
言ってくれたこと。彼女なり
の感謝とか、信じる気持ちの
表現だと感じた

私が許せる大人だよ
10代の女の子より

ただの場所の貸し借りではなく、黒子たちの
熱量が伝染した瞬間！こども食堂という枠をこえ、
多世代食堂にかえてくれた時にくれた言葉

も～、なんだか一緒に
やりたくなっちゃうのよ！
こども食堂を運営しているNPOの方より

声かけてくれることが嬉しいと、
大人になった今だから言えたと教えてくれた

〇〇（スタッフ）さんが
いる間は、ここに来ますよ
高校生の時から関わり続けている大学生より

おせっかいの黒子も、自ら
舞台に立ち汗を流す姿
をみて、周りの人たちが
何でもやってみよう！と
思ってくれた

スタッフのダンスを
みたら私たちも、
もっと頑張らなきゃと
燃えたよ
地域の協力者より

人生に迷い、立ち止まっていたが、イベ
ントという舞台づくりに関わったことで
自信を持ち、自ら新しいステージへと
歩み始めた瞬間

進学することにしました。
ありがとうございます。
人生に迷っていた高校生より

大学生になった今でも会いに帰ってきてくれる
ただの居場所ではなくふるさとのような存在になれたこと

大学は別々でも、夏にここで集まりたい。
就職しても、夏の一日くらい集まれるよ
高校生の時から関わり続けている大学生より

会社の利益やボランティアと
いう建前ではなく、人として
つながりたいと思ってくれた

イメージしていた社協さんと全然違いました。
仕事とかじゃなくていいので、
私ができることがあったら遠慮なく言ってください
共に活動した一般企業の方より

こうして、私たち自身が支援者という鎧を脱ぎ捨て、黒子として舞台を楽しむ

喜びを知りました。 しかし、この舞台をまちの日常にしていくためには、もう
一つ大きな壁がありました。それは地域の人たちをどのようにしてこの舞台に

共演者として巻き込むか、ということです。

楽屋トーク！
C O L U M N
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地域の大人をボランティアだけで消費しない。

福祉への協力のお願いを捨て、

地域の人自身の「やりたい（ワガママ）」と掛け合わせることで、

誰もが主体的な共演者へと変わる魔法のキャスティング術を公開します

第
三
章

たったひとりのワガママが、

まちという大舞台を

熱狂させるまで

17



3 18



STE P
1

おせっかいな黒子活動

STE P
2

STE P
3

本人のワガママから本当はどうなったら最高かを一緒に
具体化し、アクションへの最初の一歩を踏み出します。 

主役と共に、
舞台（ありたい姿）を描く

ここが最大のポイントです。地域の人に「福祉のために手伝って
ください」とお願いするのではなく、「あなたの好きや得意をここで発
揮してみませんか？」 と声をかけます。分解した要素と、その人
自身の興味や挑戦したい事を意図的にキャスティングします。
これにより、地域の人たちは受け身の“お手伝いさん” から、目を
輝かせて一緒に場を盛り上げる“共演者”へと変わります。

お願いではなくキャスティング

そのイベントや活動を実現するためには何が必要か。
場所、機材、教える人、盛り上げる人など構成要素を
細かく分解します。 

ありたい姿の実現に
必要な要素を分解

題名 お願いを捨てワガママの掛け算で
つながりをデザイン

たったひとりの「やってみたい（ワガママ）」という小さな熱。それが、どのようにしてまだ出会っていない

地域の人々を巻き込み、新たなつながりの連鎖を生み出すのでしょうか。 その秘密は、私たちが支援者という

枠を飛び出し、ひとつの舞台を創り上げるおせっかいな黒子としての活動にヒントがあります。

　      月　　   日（  　  ）日付 天気
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誰かを待つのではなく、直接スカウト

相手の肩書きを固定しない

其
の
一

其
の
二

其
の
三

其
の
四

欲しいものから妄想を広げる

▶P O I N T !

四か条
トップスカウトマン・直伝！
魔法のキャスティング術

地域の大人を、裏方のボランティアとして終わらせない。「福祉のために協力して」という重いセリフ
を捨て、その人自身の「これが好き・やってみたい！」という熱を舞台に組み込む。すると、誰もが
義務感ではなく「楽しそう！」と共演者として混ざり合います。

福祉以外の多様な人たちと、どうすれば仲間になれるのか？
本章の問い

もちろんオファーを出すときは、なぜ他の誰でもなく『あなた』なのかという熱い想いだけを

ぶつけるのではありません。相手の隠れたワガママを満たし「こんな出番を待っていた！」と

最高に喜んでもらえるようなサプライズ舞台を意図的に用意してお誘い。この愛ある企みこそ

が、共演者の心に火をつけるのです。 

愛ある企みを仕込んだ熱烈ラブレターを送る

不特定多数に向けたチラシやボランティア募集で「誰か来ないかな」と待つのはやめましょう。

来て欲しい人がいれば、S N SのDMに直接突撃して口説きに行くことすら日常茶飯事。この
行動力こそが、いつもの常連さんを飛び越え、全く新しい共演者を舞台へ引っ張り上げる最大

の秘訣です。

「お花屋さんだからお花を頼む」という固定観念は捨てます。「実はずっと、たい焼きを焼いて

みたかったんだよね…」という、相手のポロリとこぼした隠れたワガママをすかさずキャッチ。

「じゃあ、今度の舞台でたい焼き屋にトライしてみない？」と、役割をはみ出すチャレンジの場

としてオファーを出します。

「飲食があるといいな」という声が出たら、「じゃあ飲食コーナーを作ろう」で終わらせま

せん。「なにがあるといいかな？」「あ、〇〇さんが淹れるコーヒーなんて最高じゃない？」

と、具体的な「人の顔」が浮かぶまで徹底的に妄想を広げ、スカウトの解像度を上げて

いきます。
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おせっかいな黒子たちが仕掛けたこのつながりのデザインは、単なるイベントの成功では終わりません。

その舞台の裏では、地域全体を巻き込む次のような本質的な変化が起きています。

まちに起こす つの本質的変化6

1
相談者がただサービスを受け取るだけの受け身な状態から抜け

出し、小さくても自分の役割や出番を持つ。その経験が「自分

にもできた」という自己効力感を生み、「ここにいてもいい」と

いう根源的な安心感へと繋がっていきます。

支援される側から
出番を持つ主役へ

自己像の変容

3
自分からＳＯＳを出したことがない人が、相談窓口に足を運ぶこと

はハードルが高いものです。だからこそ、「楽しそう」「ちょっと

行ってみたい」と思える活動を入り口にします。純粋な興味で

参加できる場で、地域の専門職と出会う。そうやって自然と福祉

につながるきっかけをつくります。

興味・関心を入り口にした
アウトリーチ

支援の到達

2
孤立している人に直接的な人との交流の機会をつくってもうまく

いきません。だからこそ「これが好き」「やってみたい」という本人

の興味や関心を真ん中に置きます。共通の活動や趣味を間に挟む

ことで、無理のない自然なコミュニケーションが生まれます。

関心・好きを媒介とした
関係の再構築

関係性の回復

21



では、日々の現場の中で、私たちはどうやってこの「ワガママ」を見つけ、舞台へと育てているのか？  

ここからは、実践ツールを大公開します。

4
地域の大人や団体も、ただ手伝うだけでは関わりは続きません。

それぞれの得意や関心を生かせる役割をデザインすることで、

誰かのためという使命感は、「自分も楽しいからやる」という

主体的なまちづくりの熱量へと変わっていきます。

義務感のお手伝いから
共に楽しむ共演者へ

地域の変化

6
これまで地域の中で課題として扱われていた困りごとが、プロ

ジェクトを通じてその人だからできる役割へとプラスに変わります。

個人の弱さや複雑さが、まちを面白くし、豊かにするための欠か

せないピースとして地域社会に認知されるようになるのです。

ひとりのワガママが
まちの資源へ変身する

社会的価値の転換

5
参加できる・できないの二択ではなく、「ただ見ているだけ」「少し

だけ手伝う」といった関わり方の濃淡をつくります。関わりしろが

細かく刻まれることで、まち全体が、どんな特性の人でも排除され

ない寛容な生態系へと変化して行きます。

誰もこぼれ落ちない
参加のグラデーション

多様性の担保
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どんなに素晴らしい舞台も、

頭の中で思い描いているだけでは幕は上がりません。

本人のワガママを形にし、まちのひとを共演者として巻き込むには、

一緒に企むための道具が必要です。

日常のつぶやきを、最高の出番へと育てる実践ツールとステップをご紹介します。

4
～主役と一緒に企み、

   最高の舞台をつくるステップ～

第
四
章

ワガママを出番に変える

黒子の 道具箱
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ワガママ会議は、日常の中であきらめていることや我慢していることを、心理的安全性のある

空間で言葉にし、可視化していくワークショップ手法です。参加者同士がフラットに対話する

ことで、これまで見過ごされていたワガママの種（地域の本質的な課題）を掘り起こし、挑戦の

原動力を導きます。

みんなの願いを可視化する
ワガママ会議

4

実践
ツール

ワガママ会議の詳細はこちら  ▶

1

ワガママ会議の4つのステップ

（オリエンテーション）どんな本音も受け止める安心の場づくり
「ここでは何を言っても否定されない」という心理的に安全な舞台をつくります。

S T E P

1

（可視化）ワガママをテーブルに並べる
対話やツールを活用し、参加者たちがずっと心に秘めていた「本当はこうなったらいいのに」
という純粋な願いを引き出し、目に見える形にしていきます。

S T E P

2

ワガママを叶えた未来を想像する
出てきたワガママを叶えた先には、誰にとってどんな未来につながるのかを想像し、
実現した先の未来のビジョンを描きます。

S T E P

3

次のアクションにつなげる
共演者と連携しながら、どうしたら実現できるのかを継続的に考えていきます。

S T E P

4

ワガママ会議は、スタート当初、募集や声をかけ合ったりしな

がら、隔月で開催していました。ワガママを少しずつ実現していく

中で、翌年には、こども・若者を対象としたゲームとおむすびの

会の定期イベント終了後に、その場にいる方々も含めて、毎月

開催するようになりました。 その後、普段のふれあいや会話の中

でも、自然とワガママが出るようになり、 それを引き出せている

ことを実感するようになりました。現在では、会議とし ての開催は

行っていませんが、日常の中でワガママが実践されています。

柏でのワガママ会議
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サインを拾い、翻訳する

今日の企みメンバー

日常会話の中で拾った気になる言葉・つぶやき・サインは何ですか？

さん

伴走者（社協・関係者など）

さん

発起人（ワガママの主役）

このシートは、支援者がひとりで机に向かって書くものではありません。本人の「やってみたい」を真ん中に置き、

一緒に対話しながら、企画するためのシートです。

たったひとりのワガママを形にする
「企みシート」

実践
ツール

2

S T E P  1

Q .
A .

その言葉をト書き（本当の願い）へ超訳すると？
（例：人間関係の悩み → 本当は同世代と気兼ねなく笑い合いたい！） 

※2章を参照Q .

A .

まずはどんな本音も弱さも否定せず受け止めます。その奥にある本当のワガママを超訳します。

舞台を妄想する（企画会議）

主役にとっての最高の舞台（ありたい姿）はどんな景色？

S T E P  2

Q .

主役のワガママをどうやって面白く形にするか。「なぜ？ 誰と？」と対話を重ね、「それなら〇〇してみる？」と、
まずは実現可能なサイズの舞台へと具体化していきます。

翻訳：本当は【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】したい！

※3章を参照
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黒子のキャスティングシートS T E P  3

その景色を実現するために、まずはどんな舞台を企む？

●  何　を（内容）   ：

●  い　つ（日時）   ：　　　　

●  どこで（場所）   ：　

Q .

A .

最高の舞台にするための小道具・演出を妄想しよう

● 

● 

●  

Q .

A .

「〇〇があったら面白そう！」 → それって具体的にどんなもの？誰の顔が浮かぶ？

役割をはみ出す熱烈オファーを誰に出す？ 

●  スカウトしたい人   ：

●  その人の隠れたワガママ   ： 

●  その人が「参加してよかった！」と喜ぶ『メリット』は何？  ：

Q .

A .

（例：お花屋さんだけどお菓子屋さんにも興味がある、じゃぁ今度のイベントでやってみたい？と誘う）

さあ、まちへスカウトしに行こう！Q .

A .

頭の中に浮かんだあの人やまだ見ぬ共演者を巻き込むために、
今日からどんなアクションを起こしますか？

　  身近なあの人の肩書きを外して妄想する！

　  SNSでダイレクトアタック！

　  地域のキーマンに聞き込み！

　  その他
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接続アイディアは？Q.

名指しのVIPチケットを渡す
専門職の皆さんに「〇〇さんが主役の舞台、見に来て！」とご指名で招待状を出す

お悩み相談を企みへすり替える
窓口での相談を一緒に何かやってみない？という誘いに変える

福祉関係者に職人としてオファーする
福祉の協力を頼むのではなく、あなたの所のプロの技術をこの舞台で活かして！と頼み込む

専門職の脱・スーツ参加
支援者として見学・視察するのではなく、ひとりの共演者として一緒に汗をかいて楽しんでもらう

「支援」ではなく待ち合わせを口実にする
訪問で会えない人へ、あそこでイベントやるから待ち合わせようと誘い出す

福祉の専門職や施設も、支援者としてではなく共演者として巻き込んでみましょう。
以下は、おせっかいな黒子がよく使う巻き込みの手口です。

福祉のネットワークも舞台に巻き込もう！

黒子の　　　テクニック秘秘

余白と出番をデザインS T E P  4
ここが舞台の心臓部！おせっかいな黒子にとって一番難しいのは、主役のために全部お膳立てしてあげる
という優しさを、勇気を持って手放すことです。

【黒子の我慢チェック】あえて未完成にしておく余白はどこですか？ 
（例：ガチガチの進行表を作らない、失敗しても笑い合える空気にしておく）

Q .

A . 今回の余白：
　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

本人の「これならできそう」な『小さな出番』は何ですか？ 
（例：受付で挨拶をする、得意な道具の使い方を教える、好きな BGMを流す）

Q .

A .  本人の今日の出番：

　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
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本人の内面や行動に、どんな変化のサインが見えましたか？Q .

具体的なエピソードQ .

A . 【存在の肯定】 
自分の居場所や役割を実感し、表情や発言に安心感や自信が滲んだ

【主体的アクション】 
「次もやりたい」「誰々を呼びたい」と、
本人が未来へ向けた発言・アクションが見えてきた

【得意の発揮】 
趣味や特技を通じて、誰かのヒーローや役割になった場面

【未来への意欲】 
次への意欲や、理想があるからこそ生じる前向きな葛藤・悩みが生まれた

変化量を噛み締める（振り返り）S T E P  5
イベントの人数や効率などの成功・失敗ではなく、主役と共演者たちに起きた心の変化をじっくり味わいます。

共演者・関係者・まちの景色に、どんな化学反応が起きましたか？Q .

具体的なエピソードQ .

A . 【接点の創出】 
既存の窓口や制度では届かなかった層と、
自然な形での出会いや再会があった

【関係性の変容】 
家族・支援者等の間に、新しい役割や距離感が生まれた

【共演者の誕生】 
周囲の人が協力者を超え、自らの楽しみとして企画に混ざり始めた

【自律的な継続】 
参加者同士で次に向けた対話や交流が動き出した

「次は何を企む？」と、新たなワガママの幕を開けましたか？

できた！ （次の企みメモ：

Q .

A .
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「ゲームがしたい」を、孤独を救うライフラインにする

ワガママ会議で出会った、自らもいじめや不登校を経験した高校生の「同じようにしんどい思いをして

いる子が、ゲームでつながれる場をつくりたい」という願い

C O L U M N
おせっかいな黒子の活動日誌
～  3つのワガママが最高の出番に変わった日～

柏ワガママ Lab では、毎日さまざまな形の「ワガママの種」が持ち込まれます。その小さなサインを見逃さず、
どのように舞台へと育てていくのか。実際の現場で起きた 3つの物語をご紹介します。

　    月　　   日   （  　  ）日付 天気

拾い上げたト書き

□  画面越しではなく、あえて顔が見えるリアルな舞台を設計
□  ゲーム好きの職員にも、共演者として出演依頼
□  スクールソーシャルワーカーに支援ではなく、最高の案内役として参加を打診

黒子の演出

迎えた当日、会場には多くの若者たちの姿がありました。ここではゲームという共通の趣味が台本代わり。

無理にセリフを探さなくても、コントローラーを握れば自然と心地よい会話が生まれていきます。

またソーシャルワーカーからは「訪問しても会えなかった子に、ここで会えました」との声も。その言葉は、

相談室で待っているだけでは開かなかった心の扉が、ワクワクする舞台を通じてスッと開かれた瞬間。主役

である彼らが安心して自分を出せる場所となったのです。この舞台は、今では月 1 回の定期開催として
まちに無くてはならない景色になっています。

舞台後のバックストーリー

興味を入り口にしたことで、既存の窓口や訪問支援ではアクセスが難しかった不登校や引きこもり

傾向にある若者への、効果的な接点の創出が実現しました。また、当事者同士が趣味を介して自然

に支え合うピアサポートの機能も果たしています。

舞台裏のソーシャルワーク

物語
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ポツリとこぼれたため息を、主役に大抜擢する

生きる意味に悩み、大人を信じられず、心を閉ざしていた 10代の彼女。既存の福祉制度は届かず、私
たちは無力感を感じていました。そんなある日、交流スペースでスマホを見つめる彼女からこぼれ落ちた

のは、「文化祭を経験したことがない」という、失われた青春への切実なサインでした。

　    月　　   日   （  　  ）日付 天気

拾い上げたト書き

□  文化祭実行委員長という配役のコーディネート
□  年齢も役割も超えた多様な人が混ざり合う、新しいつながりが生まれる舞台を設計
□  共感と承認の温かなコミュニケーション

黒子の演出

準備が進むにつれ、少しずつ変化が起きました。 自分のワガママが本気で受け止められ、形になって
いくのを目の当たりにした彼女は、「友人と歌を披露したい」「離れて暮らす家族を呼びたい」と新たな

ワガママが生まれてきました。それは、自分もこの舞台に応えたいという、彼女自身が自らの人生を

演出し始めた瞬間でした。

当日、会場には文化祭という共通の台本を手に知らない大人たちと楽しそうに会話する彼女の姿があり

ました。そこにいた誰もが、彼女を支援の対象ではなく文化祭を創る仲間として見ていました。 そして
彼女も、一緒に汗を流した共演者たちも、口を揃えて言ったのは「なんだか、すごく楽しかった」という

理屈抜きの実感。

それこそが、新しい縁を編み直すための魔法だと私たちは信じています。おせっかいな黒子たちは、

今年もこの文化祭を企てています・・・。

舞台後のバックストーリー

実行委員長という役割の創出は、本人が成功体験を積み重ね、自己効力感を回復していくための

プロセスです。既存の制度ではアプローチが難しかった若者が社会との接点を取り戻す新たな形

であり、地域の多様な大人が共演者として関わることで、結果として地域に重層的な繋がりがゆる

やかに築かれはじめています。

舞台裏のソーシャルワーク

物語
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観客ゼロのステージが教えてくれた。

「自分のためのワガママ」が「誰かの笑顔」に繋がるまで

「ハーモニカが得意だから、教室を開いてみんなに教えたい」。80代の男性からの、自信に満ちた
言葉でした。しかし、実際に教室を開いてみたものの、人は全く集まりません。実はこれ、自分の腕前

を見てほしいという、自分だけにベクトルが向いたワガママでした。

　    月　　   日   （  　  ）日付 天気

拾い上げたト書き

□  単なる集客手伝いをやめる
□  あえて縁日のステージという新しい舞台を提案、しかも同日に 2回の出番を意図的に設定
□  ステージ上で孤立させないよう、他の地域団体を共演者として事前につないでおく

黒子の演出

自信満々で幕を開けた1回目のステージ。しかし、披露した曲が懐かしすぎたこともあり、足を止める人
は誰もいませんでした。「自分の腕前を見てほしい」という一方通行の演奏は、まちの観客には届かな

かったのです。

そして迎えた 2 回目のステージ。本番直前、やはり客席は静かなままでした。しかしここで、周りの地域
団体が共演者として手拍子で盛り上げ始めます。すると、そのあたたかな雰囲気に、数組の親子が足を

止めて聴いてくれたのです。

演奏後、彼らはホッとしたような笑顔を見せました。「観客は少なかったけれど、喜んでくれたこどもが

いたのが本当に嬉しかった」。

自分の腕前を見せたいという自分に向いていたワガママが、「次は、あのこどもたちが笑顔になる曲を

練習してみよう！」という、他者や誰かのために向けられた「創造のワガママ」へと変化した瞬間でした。

舞台後のバックストーリー

単なる発表の場の提供ではなく、他団体や観客との交流を意図的にデザインしたことで、高齢者

の「生きがいづくり」や「介護予防」を支える主体的な活動意欲が引き出されました。また、こども

たちや地域の多世代と関わることで自然な多世代交流が生まれ、地域の中で役割を持ち続けると

いう社会的孤立の防止への確かな兆しが感じられました。

舞台裏のソーシャルワーク
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〜ワガママが日常になる地域を創る〜
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観 察 日 記 は つ づく …

ワガママは、「たったひとりの想い」から始まることもあれば、
一人ひとりのワガママを持ち寄って、みんなでカタチにしていくこともあります。
どちらが正解でもなく、その時々で変わっていきます。
その揺れや余白も含めて、面白さであり、
これからの個別支援や地域づくりのヒントが詰まった “ごちゃまぜ” の景色が生まれます。

気づけばふらっと集まれる場や機会が生まれ、何気なく声をかけあったり、
笑いあったりするような「何だかわからないけど楽しい」あたたかな関係が育っています。
それと同時に「福祉ってなんだろう」と改めて考えることが増えた気がします。
手を差し伸べているつもりで知らず知らず人を分けたり、線を引いたりしてないか。
居場所をつくることが目的となり、
“その人” を見ることを忘れてないか。心を置き去りにしていないか。
そんな問いがふと浮かびます。

そんな時、“ごちゃまぜ” の景色の先に化学反応で「渦」が起きるのです。

そこでは、その人自身でも気づかなかった興味や関心、底力に出会い、
自然なつながりや出番が生まれ、ひとりの社会参加が、別の誰かの参加を呼び込み、
やがてそれが楽しい「渦」になっていきます。
その渦の中心には、その場にいるだけで精一杯だった人が、
誰かと過ごしている光景があります。
そこには、家族とは違った「かぞく感」のような空気が流れています。
そんな瞬間に立ち会うたびに、私たちは、人として、ただただ嬉しい気持ちになります。

私たちは、これからも試行錯誤を重ねながら、
ごちゃまぜから生まれる渦を巻いたり巻き込まれながら、
一人ひとりの可能性を大切にする “おせっかいな黒子” であり続けたいと思います。

その先に、地域共生社会があることを信じて。
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